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共
済
年
金
の
職
域
部
分
廃
止
後
の

年
金
に
つ
い
て

被
扶
養
者
の
異
動
手
続
を
お
忘
れ
な
く
！

交
通
事
故
や
公
務
・
通
勤
災
害
で
の
組
合

員
証
の
使
用
は
届
出
が
必
要
で
す
！
／
他

教
育
ロ
ー
ン
・
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
の

こ
と
な
ら
共
済
組
合
へ
！

知
っ
て
お
き
た
い
！
退
職
後
の
共
済
制
度

人
間
ド
ッ
ク
等
申
込
状
況
の
お
知
ら
せ
／
他

胃
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
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　共済年金の３階部分である職域部分廃止後の新たな年金については「地方公務員等共済組合法及
び被用者年金制度一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の一部を改正する
法律」（平成 24年 11 月 16 日成立、11 月 26 日公布）において、地方公務員の退職給付の一部として「退
職等年金給付」を設けるなど、所要の措置を講ずることが決まりました。

共済年金の職域部分廃止後の年金について
職域部分は平成27年10月に廃止

概　要
　退職等年金給付は、新たに積立てる保険料（労使折半で料率の上限は 1.5％）を財源とする年金で、退
職年金・公務障害年金・公務遺族年金の3種類の年金があります。主な概要は次の①から⑦のとおりです。
　なお、既に職域部分の年金が支給されている方には従来どおりの年金が支給されます。また、現在の
組合員についても、施行日前の加入期間に応じて現行の職域部分の年金が支給されます。

①　退職年金の半分は有期年金、半分は終身年金（65歳支給（60歳まで繰上げ可能））。
②　有期年金は、10年又は 20年支給を選択（一時金の選択も可能）。
③　本人死亡の場合は、終身年金部分は終了。有期年金の残余部分は遺族に一時金として支給。
④　財政運営は積立方式。給付設計はキャッシュバランス方式とし、保険料の追加拠出リスクを抑制
　　したうえで、保険料率の上限を法定（労使あわせて 1.5％）。
⑤　公務に基づく負傷又は病気により障害の状態になった場合や死亡した場合に、公務上障害・遺族
　　年金を支給。
⑥　服務規律維持の観点から、現役時から退職後までを通じた信用失墜行為等に対する支給制限措置
　　を導入。
⑦　旧職域部分の未裁定者について、経過措置を規定。

施行日 平成27年10月1日
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ま
も
な
く
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
被
扶
養
者
の
現
況
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

卒
業
、
進
学
、
就
職
な
ど
ご
家
族
に
異

動
が
生
じ
た
場
合
は
、
被
扶
養
者
の
認
定
・

取
消
等
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
下
図
で
被
扶
養
者
の
異
動
手
続
の
必

要
が
あ
る
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
該

当
と
な
る
組
合
員
の
方
は
、
速
や
か
に
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
取
消
手
続
が
必
要
で
す
の

で
、
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
被
扶
養
者
申
告
書

○
組
合
員
被
扶
養
者
証

　

学
校
卒
業
後
、
就
労
の
意
思
が
あ
り
な

が
ら
就
職
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
引

き
続
き
組
合
員
の
扶
養
を
受
け
る
場
合

は
、
次
の
書
類
を
4
月
末
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
被
扶
養
者
申
告
書

○
扶
養
事
実
の
申
立
書

○
組
合
員
被
扶
養
者
証

　

扶
養
の
事
実
・
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
実
状
を
調
査
確
認
し
た
う
え
で
、
認

定
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。（
認
定
期
間
に

つ
い
て
は
、
扶
養
の
実
態
に
よ
り
最
長
１

年
の
期
限
に
な
り
ま
す
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
所
属
所
の
共
済
事

務
担
当
課（
係
）又
は
共
済
組
合
総
務
係

（
T
E
L
0
8
9
│
9
4
5
│
6
3
1
5
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
は
卒
業
、
進
学
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

就
職
す
る
と
き

就職後、速やかに被扶養者申告書、組合員被扶養者
証を提出してください。

４月末までに被扶養者申告書、扶養事実の申立書、診
断書または障害者手帳の写しを提出してください。

７月に実施予定の被扶養者の資格調査時に在学証明
書を提出してください。

４月末までに被扶養者申告書、扶養事実の申立書、組
合員被扶養者証を提出してください。

４月末までに被扶養者申告書、組合員被扶養者証を提
出してください。

平
成
25
年
４
月
か
ら
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と

な
ら
な
い
被
扶
養
者（
子
）の
方
は
い
ま
す
か
？

NO

YES

NO

YES
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る

届出不要

取消

取消

継　

続　

認　

定

卒業したが傷病のため
就労できない場合

①

引き続いて在学中の場合
（大学（院）、専門学校等）
②

上記①、②に該当しない場合③

実状調査

　

被
扶
養
者
の
取
消
後
は
、
組
合
員
被

扶
養
者
証
を
使
用
し
て
保
険
医
療
機
関

等
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
等
に
加
入
す
る

な
ど
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
に
必
ず
申
出
を
行

い
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

取
消
手
続
が
遅
れ
、
そ
の
ま
ま
組
合

員
被
扶
養
者
証
を
使
用
し
て
保
険
診
療

を
受
け
た
場
合
に
は
、
取
消
日
に
遡
っ

て
共
済
組
合
が
支
払
っ
た
医
療
費
を
全

額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

組
合
員
証
の
提
示
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
就
職
等
に
よ
り
被
扶
養
者
が

　
　
　
　

取
消
し
と
な
っ
た
と
き
〜

学
校
を
卒
業
し
た
が

就
職
が
で
き
な
い
と
き
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交
通
事
故
や
公
務
災
害
・

通
勤
災
害
で
の
組
合
員
証
の
使
用
に
つ
い
て

第
三
者
行
為（
交
通
事
故
な
ど
）

　

組
合
員
又
は
被
扶
養
者
が
、
交
通
事
故

な
ど（
第
三
者
行
為
）に
よ
り
負
傷
し
た

場
合
は
、
一
般
的
に
加
害
者
が
そ
の
損
害

を
補
償
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
公
務

上
や
通
勤
上
で
な
い
と
き
は
組
合
員
証

等
を
使
っ
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
共
済
組
合
は
一
時
的
に

立
て
替
え
て
支
払
っ
て
い
る
だ
け
で
す
の

で
、
後
日
そ
の
立
て
替
え
た
治
療
費
等
を

加
害
者（
あ
る
い
は
加
害
者
が
加
入
し
て

い
る
自
賠
責
保
険
・
任
意
保
険
等
）に
請
求

し
、
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
で
組
合
員
証
等
を
使
用

し
て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず
共
済

組
合
に
連
絡
を
す
る
と
と
も
に
、「
損
害

賠
償
申
告
書
」、「
交
通
事
故
証
明
書
」な

ど
の
必
要
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
損
事
故
で
同
乗
者
が
負
傷
し

た
場
合
も
、
運
転
者
が
加
害
者
と
な
る
第

三
者
行
為
と
な
り
ま
す
の
で
同
乗
者
が
組

合
員
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
場
合
は
、
同

様
の
届
出
や
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

公
務
災
害
・
通
勤
災
害

　

公
務
上
の
傷
病
や
通
勤
途
上
の
負
傷

に
つ
い
て
は
、
組
合
員
証
を
使
っ
て
治
療

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
の

際
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
公
務
上
又
は

通
勤
途
上
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
る
と

と
も
に
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
へ

の
公
務
・
通
勤
災
害
の
認
定
の
申
請
を
し

て
療
養
補
償
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

傷
病
が
公
務
災
害
や
通
勤
災
害
に
該

当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
な
ど
の

事
情
で
、
や
む
を
得
ず
組
合
員
証
を
使
用

す
る
場
合
は
、
交
通
事
故
の
場
合
と
同

様
に
共
済
組
合
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

「
公
務
傷
病
発
生
報
告
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
災
害
補
償
基
金
の
療
養

補
償
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同
基
金
が
認

定
し
た
医
療
機
関
だ
け
で
す
の
で
、
認
め

ら
れ
て
い
な
い
医
療
機
関
で
受
診
し
た

場
合
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

柔
道
整
復
師(

接
骨
院)

の
か
か
り
方

　

柔
道
整
復
師（
接
骨
院
・
整
骨
院
）

か
ら
受
け
る
施
術
に
は
、
共
済
組
合

か
ら
療
養
費
と
し
て
給
付
を
受
け
ら

れ
る
場
合
と
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

共
済
組
合
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合（
一
部
負
担
）

・
捻
挫
、
打
撲
及
び
挫
傷

・
骨
折
、
脱
臼
な
ど
に
対
す
る
応
急
処

置
　
（
応
急
手
当
後
の
施
術
に
つ
い
て

は
、
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。）

　

な
お
、（
社
）地
方
公
務
員
共
済
組

合
協
議
会
と
受
領
委
任
契
約
を
結
ん

で
い
る
柔
道

整
復
師
な
ど

か
ら
施
術
を

受
け
る
場
合
、

組
合
員
証
等

を
提
示
す
れ

ば
、
３
割
の

自
己
負
担（
６

歳
年
度
末
ま

で
の
者
は
２
割
、
70
歳
以
上
の
一
般

所
得
者
は
１
割
）を
支
払
え
ば
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
証
等
を
提
示
し
、
施
術
を

受
け
た
場
合
、
柔
道
整
復
師
に
自
己

負
担
を
支
払
う
ほ
か
に
療
養
費
請

求
書
に
組
合
員
の
署
名
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
請
求
書
に
は
傷

病
名
や
施
術
内
容
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を

確
認
し
て
署
名
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
領
収
書
も
必
ず
も
ら
う
よ
う

に
し
、
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

共
済
組
合
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合（
全
額
自
己
負
担
）

・
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労

・
単
な
る
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患（
リ

ウ
マ
チ
な
ど
）

・
骨
折
、
脱
臼（
応
急
処
置
又
は

医
師
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る

も
の
を
除
く
。）

【このページについての問合わせ先】　共済組合保健課　医療係　☎089（945）6313

届
出
が
必
要
で
す
！
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ご入学・ご進学おめでとうございます !

入学・修学貸付受付中です
教育ローンのことなら共済組合へ

利用申込はお早めに
　共済組合では、 組合員又は被扶養者（共済組合の被扶養者の認定を受けていない子を含む。）
の入学 ・ 修学に必要な資金の貸付（入学貸付・修学貸付）を行っています。 貸付の申込時期は、 原
則として３月～４月です。 ５月以降は、 貸付額が制限される場合や貸付できない場合があります
ので、 利用を希望される方は、 お早めに所属所の共済事務担当課（係）へお申出ください。

○貸付利率は、年２．７２％（貸付債権の保全に要する費用の一部負担（保険料）年０．０６％を含む。）
　※貸付利率は、貸付規程の本則利率の改正や財政融資資金利率の変動に伴い変動します。
○修学貸付は修業期間中、入学貸付は申出があった場合に修業年限を限度として、元金の償還が据え
　置かれます。（元金据置期間中は利息分のみの償還になります。）
○毎月の償還額（他の金融機関等からの借入や共済組合物資供給事業を含む。）が給料月額の３０％を
　超える場合、又は年間の償還額（他の金融機関等からの借入や共済組合物資供給事業を含む。）が年
　収の３０％を超える場合は、貸付を受けられません。
○制度の詳細については共済組合ホームページをご覧ください。その他ご不明な点は、共済組合貯金貸
　付係又は所属所の共済事務担当課（係）までお気軽にお問い合わせください。
　（共済組合貯金貸付係　Tel.０８９－９４５－６３１６）

貸
付
事
由

貸
付
利
率
等

貸
付
限
度
額

入　学　貸　付 修　学　貸　付

入学時に要する諸費用
●入学金、教科書代、授業料等
●敷金礼金等
●受験料

修学（進学・進級）に要する諸費用
●当該年度分の授業料、通学費用
●家賃

修業年限の年数に相当する月数１月につき
１０万円以内（年額１２０万円を超える場合
は１２０万円）　　　　　　　※１万円単位

給料月額の６か月分以内
（２００万円を超える場合は２００万円）
※１万円単位

　物資供給事業契約業者（物資指定店）では、共済
組合の立替払い（ローン）で自動車等の必需品が購
入できます（上限 200 万円）。
　償還（返済）方法は、支払い忘れのない給与天引
きで、毎月給料からは 60 回以内、賞与からは立替
金額の半分以内でそれぞれ自由に設定できますの
で、ご利用をご検討ください。
　なお、事業の詳細及び指定店名簿につきまして
は、共済組合ホームページをご覧ください。
（http://www.ehime-kyosai.jp/）

年利2.9%
（変動金利）

平成25年 3月 1日現在

マイカーローンは共済組合が
便利でお得

物資供給
事業の
ご案内



　

退
職
後
は
、
退
職
日
の
翌
日
か
ら
組
合

員
の
資
格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
、
上
図
の

い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
制
度
へ
の
加
入
手

続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
こ
で
は
、
共
済
組
合
の
任
意
継
続
組
合

員
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

共
済
組
合
に
任
意
継
続
掛
金
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
退
職
後
も
引
き
続
き
在

職
中
と
同
様
に
短
期
（
医
療
）
給
付
（
休

業
給
付
は
除
く
。）
と
共
済
貯
金
な
ど
の
福

祉
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

医
療
保
険

任
意
継
続
組
合
員
制
度
と
は
？

【
加
入
要
件
】

　

退
職
の
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
組
合
員
で
あ
っ
た
方
。

【
申
請
手
続
】

　

退
職
の
日
か
ら
20
日
以
内
に
、
退
職
時

の
所
属
所
を
経
由
し
て
「
任
意
継
続
組
合

員
資
格
取
得
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
加
入
で
き
る
期
間
】

　

２
年
間
を
限
度
と
し
、
申
出
に
よ
り
途

中
で
脱
退
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
掛
金
に
つ
い
て
】

　

短
期
給
付
に
必
要
な
費
用
は
、
組
合
員

と
地
方
公
共
団
体
が
折
半
に
よ
り
負
担
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
退
職
後
、

任
意
継
続
組
合
員
と
な
っ
た
場
合
は
、
地

方
公
共
団
体
の
負
担
分
を
含
め
た
額
が
任

意
継
続
掛
金
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は
、

介
護
保
険
の
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。

　

掛
金
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
次

頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
掛
金
の
納
付
方
法
】

　

毎
月
払
い
、
半
年
前
納
、
１
年
前
納
（
年

度
単
位
）
の
３
通
り
の
方
法
が
あ
り
、
半

年
前
納
、
１
年
前
納
に
つ
い
て
は
、
割
引

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
！ 

退
職
後
の
共
済
制
度

平
成
24
年
度
退
職
予
定
者

相
談
会
全
日
程
終
了

参
加
者
５
１
８
人

　

退
職
間
近
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
退
職
後
の
生
活
設
計
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
24
年
度
退
職
予
定
者
相
談
会

を
県
内
10
か
所
で
開
催
し
、
先
月
26
日
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
で
は
、
ま
ず
始
め
に
全
体
説
明
会
と
し
て
、
退
職
後
に
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
（
主
に
共
済
組
合
の
任
意
継
続
組
合
員

制
度
）
に
つ
い
て
、
ま
た
、
退
職
共
済
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
や
仕
組
み
等
一
般
的
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
個
々
の

事
情
に
よ
り
確
認
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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再就職先に健康保険制度がない

【60歳未満の被扶養配偶者がいる場合】
　組合員が退職後、再就職しない場合には、その被扶養配偶
者（60歳未満の者）は国民年金の第3号被保険者から第1号
被保険者に種別が変更となり、国民年金の保険料を納付する
必要が生じます。
　手続については、居住地の市区町村役場にご照会ください。

ご
注
意

　

く
だ
さ
い

退　　職　　後

再就職する 再就職しない

いずれかを選択してください

区　　分 就職先の健康保険 国民健康保険
(退職者医療制度)

共済組合の
任意継続組合員

家族が加入している
健康保険の被扶養者

自己負担
割　　合

3割
(70歳～74歳は※2割(一定以上所得者は3割))

附加給付 各健康保険組合に
より異なります。 なし あり 各健康保険組合に

より異なります。

保 険 料
(掛 金) あり あり あり なし

手 続 等
就職先で手続を
してください。

居住地の市区町村
で手続をしてくだ
さい。

退職時の所属所を
経由して手続をし
てください。

認定要件がありま
すので、家族が勤め
ている職場にお問
い合わせください。

※平成26年3月までは1割に据え置くことが検討されています。



【
被
扶
養
者
に
つ
い
て
】

　

退
職
時
に
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
た
方
は
、
認
定
要
件
に
変
更
が
な
け

れ
ば
、
引
き
続
き
被
扶
養
者
と
し
て
認
定

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

退
職
日
の
翌
日
以
降
、
組
合
員
証

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

退
職
の
際
に
は
必
ず
「
組
合
員
証
」

を
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課（
係
）

を
経
由
し
て
共
済
組
合
へ
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
組
合
員
被
扶
養
者
証
」、

「
高
齢
受
給
者
証
」、「
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
」
及
び
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

あ
わ
せ
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
給
付
に
つ
い
て
は
、
前
頁
に
記
載

の
と
お
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、

各
健
康
保
険
制
度
で
全
て
同
じ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
自
己
負
担
額
が
基
準

額
を
超
え
た
場
合
、
一
部
負
担
金
払
戻
金

等
の
附
加
給
付
が
受
け
ら
れ
る
任
意
継
続

任
意
継
続
と
国
保

ど
ち
ら
に
加
入
す
る
の
が
有
利
？

組
合
員
制
度（
以
下「
任
継
」と
い
う
。）は
、

当
該
給
付
の
な
い
国
民
健
康
保
険
（
以
下

「
国
保
」
と
い
う
。）
と
比
べ
、
給
付
内
容

に
お
い
て
有
利
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
掛
金
（
保
険
料
）
の
比
較
で
は
、

退
職
後
１
年
目
は
、
前
年
（
現
職
時
）
の

収
入
を
基
に
算
定
さ
れ
る
国
保
と
比
べ
、

任
継
の
ほ
う
が
低
額
と
な
る
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
退
職
後
２
年
目
は
、
収
入

の
減
少
に
よ
り
、
国
保
の
ほ
う
が
低
額
と

な
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
国
保
の
保
険
料
は
世
帯
ご
と
に

算
定
さ
れ
、
上
限
額
も
設
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
既
に
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
ご

家
族
が
い
る
場
合
に
は
、
保
険
料
の
追
加

が
少
額
で
済
む
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
町
の
国
保
担
当
窓
口
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

退
職
後
１
年
目
は
任
継
に
加
入
し
、
２

年
目
は
国
保
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
状
況
に
あ
わ
せ
て

医
療
保
険
制
度
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
な
ど
他
の
医
療
保
険
制
度
に
一
度

加
入
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
後
任
継
に
加
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

支払方法による年間掛金額（上限額）の比較
年間掛金額

24年度
459,036円
（51,000円）
454,565円
（50,503円）
450,887円
（50,095円）

※1 平成25年4月に資格取得した場合の掛金額です。
　2 半年または1年前納の場合には、割引が適用されます。
　3 (　)内は介護掛金額です。

25年度
498,456円
（52,932円）
493,601円
（52,416円）
489,607円
（51,992円）

区分

毎月払い

半年前納

1年前納

掛金率及び月額掛金の上限額

24年度

118.80‰
(13.20‰)
38,253円
(4,250円)

※(　)内は介護掛金率及び介護掛金額です。

25年度

129.00‰
（13.70‰）
41,538円
（4,411円）

区分

掛金率

月額掛金
の上限額

平成25年度任意継続掛金（短期掛金・介護掛金）について
平成 25 年度の任意継続組合員に係る掛金率及び掛金額は、下表のとおり引き上げになります。

組
合
員
証
の
返
納
は
速
や
か
に

お

願

い
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任意継続掛金の算定式

※１ 介護掛金は、40歳以上65歳未満の方が納付することとなります。
　２ 掛金率及び平均給料月額は、年度によって変わる場合があります。

次の①、②のいずれか低い額に掛金率を乗じて求めます。
①　退職時の掛金の標準となった給料月額
（ただし、組合員期間が15年以上、かつ55歳以上で退職した場合は、退職時の給料月額に80/100を乗じた額）

②　平均給料月額（平成25年１月１日現在における現職組合員の平均給料月額）322,000円
（平成24年度：322,000円）

×
任意継続掛金の基礎
となる給料月額
(①、②のいずれか低い額)

=
短期掛金率

介護掛金率

短期掛金額(月額)

介護掛金額(月額)

ご
注
意

　

く
だ
さ
い



【
平
成
　年
度
に

　
　
　

退
職
す
る
方
の
場
合
】

　

組
合
員
期
間
１
年
以
上
の
方
が
、
60

歳
と
な
り
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
が

発
生
す
る
時
は
、
在
職
中
で
あ
っ
て
も

年
金
の
請
求
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
時
に
は
60
歳
か
ら
退
職

す
る
ま
で
の
組
合
員
期
間
と
給
料
（
期

末
手
当
等
を
含
む
）
を
追
加
算
入
し
再

計
算
を
す
る
「
退
職
改
定
」
の
請
求
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
３
月
末
で
定
年
退
職
と
な
る

昭
和
27
年
度
生
ま
れ
の
一
般
組
合
員
に

つ
い
て
は
、
退
職
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
給
料
比
例
部
分
の
支
給
が
始
ま
り

ま
す
が
、
昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
一
般
組
合
員
は
支
給
開
始
年
齢

が
、
段
階
的
に
65
歳
へ
と
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
65
歳
に
到
達
す
る
と
国
民

年
金
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
20
年

以
上
の
組
合
員
期
間
が
あ
る
一
般
組
合

員
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
等
に
係
る
生

計
維
持
を
確
認
す
る
た
め
に
関
係
書
類

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
配
偶
者
の
収

入
・
年
金
等
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
上

で
一
定
条
件
に
該
当
す
れ
ば
加
給
年
金

額
を
加
算
し
、
年
金
額
を
改
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
遺
族
の
年
金
や
障
害
の

年
金
を
受
給
中
の
方
が
、
退
職
共
済
年

金
の
受
給
権
を
有
す
る
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
年
金
を

選
択
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
一
定
条
件
に
該
当
す
る
特
定
消
防
組

合
員
の
給
料
比
例
部
分
支
給
開
始
年
齢

は
、
一
般
組
合
員
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
よ
り
６
年
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
の
時
点
で
は
年
齢
が
60
歳
未
満

で
年
金
請
求
権
が
な
い
場
合
は
、「
退

職
届
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

年　

金

す
。
こ
の
届
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
は
、

「
組
合
員
期
間
登
録
通
知
書
」
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
年
金
の
請
求
権
が
発
生

す
る
年
齢
に
達
す
る
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

退
職
時
に
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
に

つ
い
て
は
、
障
害
共
済
年
金
や
退
職
共

済
年
金
の
障
害
者
の
特
例
の
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当

課
（
係
）
又
は
共
済
組
合
年
金
課
年
金

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り

ま
す
。

年
金
の
在
職
・
退
職
改
定

請
求
に
つ
い
て

60
歳
未
満
の
退
職
者
は
？

退
職
届
書
の
提
出
に
つ
い
て

障
害
の
状
態
に
あ
る
方
の

特
例
は
？

再
就
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

24

　

民
間
会
社
等
に
再
就
職
し
雇
用
保
険
に

加
入
し
た
場
合
に
は
、
退
職
後
に
失
業
給

付
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、

65
歳
未
満
の
退
職
共
済
年
金
受
給
者
が
失

業
給
付
を
受
給
し
た
場
合
、
受
給
し
て
い

る
間
は
、
失
業
給
付
の
額
に
か
か
わ
ら
ず
、

退
職
共
済
年
金
（
職
域
年
金
部
分
を
除
く
。）

が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
齢

厚
生
年
金
は
全
額
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

再
就
職
先
を
退
職
し
て
失
業
給
付
の
受

給
申
請
を
す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
11
月
16
日
の
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
、「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
来
の
年
金
額
の
水
準

（
本
来
水
準
）
よ
り
2.5
％
高
い
水
準
（
特

例
水
準
）
で
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
額
を
、

本
来
水
準
に
も
ど
す
た
め
、
平
成
25
年
10

月
分
か
ら
１
％
、
平
成
26
年
４
月
分
か
ら

１
％
、
平
成
27
年
４
月
分
か
ら
0.5
％
そ
れ

ぞ
れ
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
年
金
課
年
金
係

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９（
９
４
５
）６
３
１
７

特
例
水
準
解
消
の
た
め
年
金
が
3
年

間
か
け
て
2.5
％
減
額
に
な
り
ま
す
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済
事
務
担
当
課（
係
）を
通
じ
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

共
済
貯
金
の
解
約
送
金
の
日
は
通
常

月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
３
月
〜
５

月
は
特
に
請
求
件
数
が
多
い
た
め
、
受

付
次
第
、
順
次
送
金
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
月
下
旬
に
解
約
請
求
書
を

提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
至
急
の
申
出
を

い
た
だ
き
ま
し
て
も
当
月
内
で
の
送
金

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

退
職
後
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

（
任
意
継
続
組
合
員
と
な
っ
た
場
合
で

も
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）の
で
、
退
職

す
る
と
き
に
貸
付
又
は
物
資
供
給
事
業

の
未
償
還
金
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

退
職
金
か
ら
控
除
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

退
職
に
よ
り
組
合
員
の
資
格
を
喪
失

さ
れ
た
方
は
、
任
意
継
続
組
合
員
と

な
っ
た
場
合
で
も
保
健
事
業
は
利
用
で

き
ま
せ
ん（
被
扶
養
者
も
同
様
）。
退
職

前
に
助
成
金
等
の
請
求
事
由
が
発
生
し

た
場
合
は
、
退
職
後
で
あ
っ
て
も
請
求

で
き
ま
す
が
、
共
済
事
務
担
当
課（
係
）

を
通
し
て
の
ご
請
求
に
な
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
退
職
ま
で
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

年
利
１
・
０
％

（
税
引
後
０
・
７
９
６
８
５
％
）

　

共
済
貯
金
は
、
退
職
後
に
共
済
組
合

の
任
意
継
続
組
合
員
と
な
っ
た
場
合
に

限
り
、
現
職
の
と
き
と
同
様
に
引
き
続

き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
預
入
は「
臨

時
増
額
貯
金
払
込
通
知
書
」に
よ
り
共

済
貯
金
払
込
取
扱
金
融
機
関
か
ら
振
込

み
を
行
う
こ
と
で
、
払
戻
は「
共
済
貯

金
払
戻
請
求
書
」を
共
済
組
合
へ
提
出

す
る
こ
と
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
退
職
後
は
定
例
貯
金（
給
料

天
引
き
）の
ご
利
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
定
例
貯
金
の
中
止
届（
変

更
届
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
口
座
を
お
持
ち
で
な
い

方
も
新
た
に
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
退
職
金
の
運
用
先
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

任
意
継
続
組
合
員
に
な
ら
な
い
場
合

又
は
任
意
継
続
組
合
員
で
な
く
な
っ
た

場
合
は
ご
解
約
と
な
り
ま
す
。「
共
済

貯
金
解
約
請
求
書
」を
、
所
属
所
の
共

貸
付
事
業

物
資
供
給
事
業

共済貯金払戻請求書の受付締切及び送金予定日について

定例送金日

金曜日

月末営業日の
1営業日前

金曜日

※300万円超の場合、請求書の至急・月末のいずれかを○で囲んでください。
　表示のない様式の場合は、朱書きで余白に至急・月末のいずれかをご記入ください。
※月初め、年末年始、連休期間中の締切予定日・送金予定日は、変更になることがあります。  
　詳しくは、共済組合ホームページに掲載の「貯金払戻スケジュール」をご覧ください。

定例締切日

火曜日

月末営業日の
3営業日前

火曜日

払戻金額

300万円以下

300万円超（通常の場合）

300万円超（至急の場合）

健
指
導
に
つ
い
て
は
、
退
職
後
は
任
意

継
続
組
合
員
と
な
っ
た
場
合
の
み
利
用

で
き
ま
す（
被
扶
養
者
も
同
様
）の
で
健

康
管
理
・
生
活
習
慣
の
見
直
し
な
ど
に

是
非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
６
月

上
旬
に「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」を
、

ま
た
特
定
健
康
診
査
の
結
果
で
特
定
保

健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
随

時「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
共
済
組
合
の
契
約
機

関
に
て
受
診
・
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

貯
金
事
業

保
健
事
業
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共
済
施
設
の
お
知
ら
せ

共
済
施
設
の
お
知
ら
せ

◆
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
◆

保
養
所

　
「
瀬
波
は
ま
な
す
荘
」

　

設
備
改
修
工
事
の
た
め
平
成
25
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
4
月
30
日

ま
で
休
館
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■物資指定店の追加・変更・取消

区分 年月日
（変更は届出日）

指 定 店 名 取扱商品

取消 H25.1.31 （有）兵頭時計店 時計・眼鏡

取消 H25.1.31 松星洋服店 洋服

取消 H25.1.31 （有）ナカタ電器新町店 電気製品

社名変更 H25.1.1

新：（株）ビッグモーター 
　　　　　↑
旧：（株）ビッグ四国
※店舗名（平井店、西条店、衣山店、松前店）の変更はなし

自動車

人
間
ド
ッ
ク
等

申
込
状
況

市
町
等
を
退
職
し
年
金
受
給
者
に
な
ら
れ
た
方
々
は
、

ぜ
ひ
年
金
者
連
盟
に
ご
加
入
を
！

  

連
盟
の
会
費
と
加
入
方
法

会
費
の
額
／
年
金
額
に
応
じ
年
間
５
０
０

円
〜
５,
０
０
０
円

会
費
納
入
方
法
／
毎
年
４
月
の
年
金
支
給

期
に
年
金
か
ら
控
除（
新
規
加
入
の
年
は
、

４
月
以
外
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

加
入
方
法
／「
年
金
者
連
盟
加
入
届
」に
住

所
・
氏
名
等
を
記
入
捺
印
の
う
え
ご
提
出

下
さ
い
。

  

お
問
い
合
わ
せ

　

ご
不
明
な
点
や
詳
細
は
、
共
済
事
務
担
当

課
、
ま
た
は
、
愛
媛
県
市
町
村
職
員
年
金
者

連
盟 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９

－

９
２
１

－

５
６
５

１
ま
で

  

年
金
者
連
盟
と
は
…

　
「
愛
媛
県
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟
」

は
、
愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
の
組

合
員
で
あ
っ
た
方
で
、
全
国
市
町
村
職
員

共
済
組
合
連
合
会
か
ら
年
金
を
受
給
さ

れ
、
年
金
者
連
盟
に
加
入
さ
れ
た
方
を
会

員
と
す
る
団
体
で
す
。

　

年
金
者
連
盟
は
、
年
金
受
給
者
の
退
職

後
に
お
け
る
会
員
相
互
の
親
睦
と
経
済
生

活
の
向
上（
年
金
改
善
運
動
）を
目
的
に
昭

和
43
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は

約
９,
５
０
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
県
下

郡
市
に
よ
る
18
の
支
部
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

  

主
な
活
動
と
事
業

❶ 

各
支
部（
又
は
分
会
）の
総
会
開
催
時
の

　

 

年
金
制
度
改
正
の
説
明
や
年
金
相
談

❷ 

年
金
受
給
者
の
処
遇
改
善
の
陳
情
を
全

　

 

国
の
連
盟
と
共
に
実
施

❸ 

会
員
の
金
婚
・
長
寿（
古
希
・
喜
寿
・
米

　

 

寿
・
白
寿
）の
慶
祝
と
弔
慰
金
の
給
付

❹ 

「
連
盟
だ
よ
り
」の
年
２
回
発
行

❺ 

団
体
傷
害
保
険
・
団
体
疾
病
保
険
・
が

　

 

ん
保
険
の
斡
旋
な
ど

★
年
金
者
連
盟
か
ら
の
ご
案
内
★

★
年
金
者
連
盟
か
ら
の
ご
案
内
★

　

平
成
25
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
等
申
込
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。 

現
在

健
診
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
希
望
す
る
申
込
内
容
で
の
決
定
と
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
込
後
の
健
診
機
関
・
利
用

区
分
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
人
間
ド
ッ
ク
等
利
用
券
」は
、
４
月
利
用

者
分
を
３
月
中
旬
に
、
以
後
随
時
配
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
健

診
日
ま
で
紛
失
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
管
し
、

利
用
当
日
健
診
機
関
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

利
用
券
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

平成25年度人間ドック等申込状況         （人）
　　　　種別

利用区分
組合員 被扶養者 合計

１日 8,321 1,936 10,257

２日通院 663 ― 663

１泊２日 715 ― 715

脳ドック 212 ― 212

合計 9,911 1,936 11,847
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胃
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣

？
！

　

が
ん
の
発
生
に
は
日
常
生
活
が
深
く
関
わ
っ
て
る
場
合
が
多
く
、
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
が
ん
に
な
ら
な
い
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

主
な
原
因
は
？
こ
ん
な
症
状
に
要
注
意
!!

●胸焼けがする　　●胃がもたれる　●胃が痛む
●食欲がなくなる　●体重が減る　　●吐き気がする
●黒い便が出る　　●げっぷが頻繁に出る
●空腹時に胃の不快感がある

　これらの症状は胃がん特有の症状ですが、生活習慣に
よっては日頃からよくある症状も多く、異常があっても
それほど気にせず放置する場合が多くあります。そのため自覚症
状が出ている場合は、胃がんが進んでいる可能性もあります。

●塩辛いものは少なめに、
　あまり熱いものはさましてから
●お酒はほどほどに
●たばこは吸わないように
●日光に当たりすぎない
●適度にスポーツをする
●体を清潔に

ストレス
喫煙

ピロリ菌

遺伝

暴飲暴食

刺激物

アルコール

喫煙・食事・ストレスが
胃がんを招きます。

▲原因となるもの

　胃がんの原因で多いと
指摘されているものの多
くが、食生活を中心とし
た生活習慣に関連がある
と考えられています。

●バランスのとれた栄養を摂る
●毎日、変化のある食生活を
●食べ過ぎをさけ、脂肪はひかえめに
●焦げた部分はさける
●かびの生えたものに注意
●食べ物から適量のビタミンと
　繊維質のものを多くとる

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の

12
ヶ
条

　胃がんは早期発見、早期治療で完治する確率が高いがん
です。手遅れにならないためにも定期的な検査が必要です。検  査

バリウム検査 内視鏡検査 ピロリ菌検査

　バリウムを飲み（発泡
剤を服用し、胃を膨らま
せます。）レントゲンで
撮影した胃の影を観察し
ます。
　この検査でがんが疑わ
れる影が見つかった場
合、その次に組織診断を
するための内視鏡検査が
必要となります。

　胃の中を直接見て検査
します。細部まで診断で
き、組織を採取できるの
で良性悪性の鑑別も確実
にできるといった利点が
多い検査です。最新の胃
カメラは鉛筆ほどの太さ
で、痛みやストレスもほ
とんど感じることなく検
査を受けられます。

　内視鏡で確認する方法
と、内視鏡が不要な検査
があります。内視鏡が不
要の検査は、まず風船に
息を吹き込み、次に試薬
を飲みしばらくしてもう
一つ風船を膨らませま
す。この二つの風船の中
のガスを分析してピロリ
菌の有無を調べます。

治

療

　胃がんと診断されたら、できるだけ早期に治療を受けるのが原則です。切除可能なら
ば手術を行います。その際、外科医が担当しますが、内視鏡治療が可能な場合は、内視
鏡医が担当することもあります。補助療法として抗がん剤や免疫賦活薬（めんえきふか
つやく）を、手術の前、あるいは後に併用します。



３種類の中からいずれか１種類お選びください

歓送迎会おすすめ料理

一人コンロは３種類の中からいずれか１種類お選びください　※１グループ１種類

愛媛県産の旬の食材にこだわったおすすめ料理を是非ご賞味ください

～お品書き～
冷　菜 春野菜と生ハムの
 ミモザサラダ
造　り 三種盛り
温　物 桜じゃが芋万十
椀　物 稲庭滑子おろしうどん
煮　物 桜鯛のあら炊き
１人コンロ チョイス
　　　　　　　 伊予牛鉄板香草焼き、

　　　　　   伊予芋豚イタリアンしゃぶしゃぶ、

　　　　  伊予元気鶏柚子味噌焼き　   

　　　　　　　　　　　　  から1種類

揚　物 鱚と海老の春菜揚げ

御　飯 桜寿司
 穴子バッテラ

デザート 豆腐プリン（木苺ソース）

歓送迎会おすすめ料理

ん

 

げ

春
の
媛
彩

お1人様

飲み放題・2時間

瓶ビール・日本酒・焼酎・チューハイ
ソフトドリンク・ワイン・ウイスキー

ノンアルコールビール

1,500円
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宿泊予約状況（2月27日現在）

3
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 4
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
● × ● ● ● ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ●

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 余裕あり　▲ あと僅か　× 満 室

─組合の現況─
（平成25年1月末現在）

◎所属所数 ..................................................................43
◎組合員数 .............................................14,964人
　　　　男 .................................................9,752人
　　　　女 .................................................5,212人
◎平均給料月額（短期） ..........322,382円
◎被扶養者数 .......................................18,107人
　（含任継 ...............................................内 253人）
◎任意継続組合員 ......................................343人
◎年金受給者数 ..................................16,760人

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／山内 定樹　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。

ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003 松山市三番町5丁目13-1

http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

「四国旅劇場」のスタンプについて
　ご好評をいただいております「四国旅劇場」は
平成25年3月31日をもちまして終了させていただきます。
つきましては、現在お手持ちのスタンプについて、
平成25年4月1日以降はご利用できません  ので
ご注意ください。
なお、只今第2弾の企画を検討しておりますので、ご期待くだ
さい。詳しくはえひめ共済会館ホームページをご覧ください。

「四国旅劇場」のスタンプについて

写真は春の媛彩コース＠3,500円
（一人コンロは伊予芋豚イタリアンしゃぶしゃぶ）

春
の
媛
彩

おお品品書書きき

平成25年3月1日㈮～
平成25年5月31㈮まで
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コ
ー
ス

★
伊
予
芋
豚
イ
タ
リ
ア
ン
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

★
伊
予
牛
鉄
板
香
草
焼
き

★
伊
予
元
気
鶏
柚
子
味
噌
焼
き

表
紙
に
よ
せ
て

喜
木
川
の
桜
並
木（
八
幡
浜
市
）

　

平
成
17
年
に
八
幡
浜
市
と
合
併
し

た
旧
保
内
町
は
、
み
か
ん
の
栽
培
が

盛
ん
な
町
で
、
か
つ
て
紡
績
業
で
栄

え
た
町
並
み
を
、
川
之
石
地
区
で
見

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
金
山
出
石
寺
を
源
流
と
す

る
喜
木
川
で
は
、
春
に
川
に
沿
っ
て

咲
く
桜
が
満
開
と
な
り
、
桜
の
花
が

水
面
に
反
射
し
、
圧
巻
の
様
相
を
呈

し
て
い
ま
す
。

　

3
月
17
日
に
は
、
大
平
〜
保
内
町

喜
木
間
２
・
３
㎞
の
国
道
１
９
７
号

名
坂
道
路
が
開
通
し
ま
す
。
現
道
よ

り
も
道
幅
が
広
く
な
り
、
渋
滞
が
緩

和
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
春
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。




